
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※世界的なスポーツイベントが２年連続で開催され、世界の注目が横浜に集まる、この大きなチャ

ンスを生かし、横浜のさらなる飛躍につなげるため、開催準備や機運醸成の取組、両大会を契機と

した取組をオール横浜で一丸となって推進する官民連携組織 

 

１ 「横浜ビジョン」について 

ラグビーワールドカップとオリンピック・パラリンピックという２つの世界的なスポーツイベ 

ントが２年連続で開催され(※)、世界の注目が集まるこの大きなチャンスを生かし、横浜の魅 

力・活力を世界に発信していくため、両大会に向けた横浜市の「基本姿勢」や「取組の柱」、「取 

組から生まれるレガシー」などを取りまとめました。 

※横浜国際総合競技場で、アジアで初めてとなるラグビーワールドカップ 2019 TMの決勝戦が開催さ

れます。また、東京 2020 オリンピックでは同会場でサッカー競技の開催が予定されています。さら

に、平成 28 年８月の国際オリンピック委員会（IOC）総会で、野球・ソフトボールの主会場予定地

として横浜スタジアムが紹介されており、12 月の IOC 理事会で正式に決定される予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 11 月 17 日 
市民局スポーツ振興課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

11 月 17 日に、「ラグビーワールドカップ 2019 TM 東京 2020 オリンピック・パラリンピック横

浜開催推進委員会」（※）が設立され、「ラグビーワールドカップ 2019 TM 東京 2020 オリンピッ

ク・パラリンピックに向けた横浜ビジョン」（以下、「横浜ビジョン」）が策定されました。 

今後、「横浜ビジョン」に基づき、両大会を契機としたスポーツや文化芸術の振興、シティプ

ロモーション等の様々な取組をオール横浜で推進していきます。 

「ラグビーワールドカップ2019TM 東京2020オリンピック・パラリンピック

に向けた横浜ビジョン」が策定されました！ 

横浜ビジョン（概要） 

 

■基本姿勢  
両大会に向けた本市の基本姿勢として次の４つを掲げています。 

 ・オール横浜でラグビーワールドカップ 2019™ 、東京 2020 オリンピック・パラリンピックの 
成功に最大限貢献します。 

・スポーツと文化芸術を両輪とした取組により、賑わいと活力を創出します。 
・世界中から様々な人々が訪れる両大会、とりわけパラリンピックを契機に誰もが互いに尊重 
し、支え合う共生社会の実現を目指します。 

・両大会に向けた取組の成果を「次の世代への贈り物（レガシー）」として遺し、横浜のさらな 
る飛躍につなげます。 
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２ 意見募集の結果について 

◆募集期間◆ 

平成 28年６月１日（水）から６月 30 日（木）まで 

◆ご意見の提出方法◆ 

持参、メール、FAX、郵送 

◆意見数◆ 

117 件 

※詳細についてはこちらをご確認ください 

 横浜市市民局スポーツ振興課ホームページ 

URL：http://www.city.yokohama.lg.jp/shimin/sports/20160419142423.html 

 

３ 添付資料 

「ラグビーワールドカップ 2019TM 東京 2020オリンピック・パラリンピックに向けた 

横浜ビジョン」 

お問合せ先 

市民局スポーツ振興課 担当課長 久世 学(オリンピック・パラリンピック担当) Tel 045-671-3745 

同上    担当課長 丸山 裕二(ラグビーワールドカップ 2019担当) Tel 045-671-3629 

■取組の４つの柱と取組から生まれるレガシー 

基本姿勢に基づく取組の柱を次の４つとし、それぞれの取組から生まれるレガシーをまとめました。  

 （１）両大会の成功に向けてオール横浜でおもてなし 

    ＊本市で開催される競技について、関係機関と連携・協力し、円滑に実施します 

    ＊両大会に向けて機運を醸成し、大会を盛り上げます 他 

     《取組から生まれるレガシー》 高い大会開催能力と世界に誇るホスピタリティを持つまちの実現 他  

 （２）スポーツを通じて横浜を元気に 

    ＊ラグビー競技の普及を図りながら、スポーツへの意欲向上と地域スポーツの振興に取り 

組みます 

    ＊障害のある人もない人も同じようにスポーツ活動を楽しむことができるよう、広く社会 

全体に向けて、障害者スポーツの推進に取り組みます 他 

    《取組から生まれるレガシー》 子どもたちの体力向上 他 

 （３）文化芸術の創造性を生かしたまちづくり 

＊横浜らしい特色ある芸術フェスティバルをはじめとした文化プログラムの実施により、 

まちに賑わいを創出するとともに、横浜の魅力を世界に発信します 

    ＊子どもたちの豊かな感性や創造性を育む文化芸術体験の充実や新進アーティストの支 

援といった次世代育成に取り組みます 他 

    《取組から生まれるレガシー》 「文化芸術創造都市 横浜」のプレゼンス向上 他 

 （４）横浜を世界に魅せる 

    ＊「横浜ならでは」の魅力・コンテンツの発信により、国内外から人が訪れ、賑わう「千 

客万来のまちづくり」を進めます 

    ＊来訪者の滞在環境の向上や都心部での緑化（花）等により、来訪者や市民が「居心地が 

いい」と感じるようなまちづくりを進めます 他 

    《取組から生まれるレガシー》 「選ばれる都市 横浜」の実現 他 

      

http://www.city.yokohama.lg.jp/shimin/sports/20160419142423.html

